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中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
議
論
が
大

詰
め
を
む
か
え
て
い
る
。「
１
億
総
括
役

プ
ラ
ン
」
は
最
低
賃
金
を
毎
年
３
％
ず

つ
上
げ
、
２
０
２
０
年
に
は
時
給
１
０

０
０
円
に
す
る
と
安
倍
首
相
は
強
調
す

る
が
、
現
在
の
水
準
が
低
す
ぎ
る
だ
け

だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
失
業
率
が
改
善

さ
れ
た
と
言
う
が
、
増
え
て
い
る
の
は

最
低
賃
金
に
近
い
報
酬
の
非
正
規
で
あ

る
。
雇
用
不
安
・
低
賃
金
の
非
正
規
労

働
者
が
我
が
国
の
労
働
者
の
４
割
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
歴
代
の
自

公
政
権
・
安
倍
首
相
が
非
正
規
雇
用
を

拡
大
す
る
政
策
を
取
っ
て
き
た
か
ら
だ
。人事院前では、交渉支援行動を行った＝７月26日

「７・26人勧期中央行動」には全国から3，000人が結集した＝７月26日、東京都・日比谷公園

女
性
就
労
制
限
の
要
因
と
結
論

　

熊
本
県
な
ど
を
震
源
と
す

る
地
震
被
害
へ
の
対
応
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
被
災
者

支
援
「
災
害
特
別
カ
ン
パ
」

が
総
額
１
億
４
，
０
８
４
万

９
，３
２
１
円
（
北
海
道
８
，

４
２
４
，
４
０
２
円
）
と
な

っ
た
。
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
、
熊
本
県
、
熊
本
市
へ
の

「
義
援
金
」、
自
治
労
熊
本
・

大
分
県
本
部
、
熊
本
県
内
の

被
災
し
た
単
組
へ
の
「
支
援

金
」、
連
合
本
部
が
取
り
組

む
「
緊
急
カ
ン
パ
」
へ
の
自

治
労
と
し
て
の
「
拠
出
金
」

と
し
て
配
分
す
る
。

　

５
月
４
日
～
６
月
30
日
に

行
わ
れ
た
「
連
合
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
は
、
道
本
部

か
ら
高
橋
弘
樹
さ
ん
（
名
寄

市
職
労
）、
澤
田
幸
絋
さ
ん

（
士
別
市
職
労
）
の
２
人
を

「
熊
本
地
震
」へ
の
被
災
者
支
援

熊本カンパ集約

１億4000万円
（北海道840万円）

募集しています！
※応募方法などは道本部HP（単組・組合員専用ページ）を参照

【テーマ】　　平和への思い
【賞　品】　 　最優秀賞１点　20,000円分の商品券
　　　　　　　優 秀 賞５点　 5,000円分の商品券
　　　　　　　癒 し 賞10点　 3,000円分の商品券

◆第49回写真コンクール

◆2016年度機関紙コンクール
　◎一般の部　◎自主福祉活動の部
【賞　品】　
　◎一般の部　最優秀賞１点　30,000円分の商品券
　　　　　　　優 秀 賞２点　20,000円分の商品券
　　　　　　　佳　　作３点　10,000円分の商品券
　◎自主福祉活動の部
　　　　　　　優 秀 賞３点　10,000円分の商品券
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４日㈭　�共済道支部第４回単組代表者会議

　　　　（札幌市・自治労会館）

　　　　�被爆71周年原水爆禁止世界大会

　　　　（～９日　広島・長崎）

５日㈮　�自治労全道野球大会

　　　　（～８日　旭川市・比布町）

８月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

た
、
介
護
や
看
護
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
仮
に
配
偶
者
手

当
を
廃
止
し
て
も
就
労
が
増

え
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

政
府
は
「
女
性
活
躍
の
推

進
」
の
名
の
も
と
に
、
単
純

に
労
働
者
を
増
や
し
て
税
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
の
意
図

が
あ
か
ら
さ
ま
に
見
え
る
こ

と
か
ら
、
女
性
の
就
労
を
促

進
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
「
子
育
て
世
代
に
対
す

る
支
援
と
女
性
が
働
き
や
す

い
制
度
と
環
境
の
整
備
」
が

必
要
で
あ
る
。

　

自
治
労
は
公
務
員
連
絡
会

に
結
集
し
、
民
間
の
支
給
実

態
を
踏
ま
え
た
対
応
を
強
く

求
め
て
い
く
。

に
働
か
な
い
」「
女
性
の
就
労

を
制
限
し
て
い
る
要
因
」
と

結
論
付
け
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

政
府
は
人
事
院
に
対
し

「
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
に

係
る
扶
養
手
当
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
て
い

る
。

女
性
の
活
躍
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、「
配
偶
者
に

係
る
扶
養
手
当
の
廃
止
・
見

直
し
」
が
必
要
と
し
て
い
る

が
、
北
海
道
の
特
に
町
村
部

で
は
、
雇
用
の
確
保
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま

　

人
事
院
は
８
月
上
旬
の
勧

告
に
む
け
て
、「
配
偶
者
に
係

る
扶
養
手
当
の
見
直
し
」
を

既
に
表
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
「
女
性
の

活
躍
推
進
に
む
け
た
配
偶
者

手
当
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」（
厚
労
省
）
に
お
い

て
、
配
偶
者
に
対
す
る
扶
養

手
当
の
支
給
が
「
働
け
る
の

　

公
務
員
連
絡
会
は
６
月
21
日
、
人
事
院
総
裁
に
対
し
て

「
２
０
１
６
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る
要
求
書
」を
提
出
し
、

人
勧
期
の
取
り
組
み
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
道
本
部

は
「
７
・
26
中
央
行
動
」や
「
７
・
29
全
道
総
決
起
集
会
」

な
ど
に
結
集
し
、
人
事
院
勧
告
の
課
題
、
取
り
組
み
の
意

思
統
一
を
は
か
っ
て
き
た
。
勧
告
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
月
例

給
、
一
時
金
の
引
上
げ
」「
配
偶
者
の
扶
養
手
当
見
直
し
」

や
「
超
勤
の
着
実
な
縮
減
」
等
が
重
要
課
題
で
あ
る
。
引

き
続
き
公
務
員
連
絡
会
に
結
集
し
、
交
渉
を
強
化
し
て
要

求
実
現
を
は
か
る
。

そのままの状態で残っている倒壊した家屋＝益城町

９月９日（金）必着

派
遣
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
澤
田
さ

ん
は
「
最
も
被
害
の
大
き
か

っ
た
益
城
町
で
は
、
倒
壊
し

た
家
屋
が
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
残
っ
て
い
た
。
復
興
活
動

内
容
は
、
倒
壊
家
屋
の
瓦
礫

を
分
別
す
る
作
業
だ
っ
た

が
、
15
人
程
で
作
業
し
て
も
、

１
日
が
か
り
で
一
棟
分
の
作

業
し
か
で
き
ず
、
完
全
に
復

興
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
時

間
と
人
手
が
必
要
だ
。
危
険

す
ぎ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

作
業
で
き
な
い
家
屋
が
多
く

あ
り
、
復
興
支
援
の
難
し
さ

を
痛
感
し
た
。
一
日
で
も
早

い
復
興
を
心
か
ら
願
う
」
と

感
想
を
語
っ
た
。

時
間
と
人
手
が
必
要

「配偶者の扶養手当」見直し検討
2016 人事院勧告

配偶者
扶養手当

　

公
務
員
連
絡
会
は
「
人
事

院
職
員
福
祉
局
長
・
給
与
局

長
交
渉
」
が
行
わ
れ
た
７
月

26
日
、「
人
勧
期
中
央
行
動
」

を
開
き
、
全
国
か
ら
約
３
，

０
０
０
人
が
結
集
し
た
。

　

石
原
議
長
（
全
農
林
）
は

「
職
場
で
は
定
員
削
減
や
人

件
費
予
算
の
削
減
が
さ
れ
る

一
方
で
、
超
過
勤
務
が
慢
性

化
す
る
な
ど
厳
し
い
環
境
に

あ
る
な
か
で
、
多
く
の
仲
間

が
責
任
感
と
使
命
感
を
持
っ

て
日
々
の
職
務
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
努
力
に
報
い
る
た

め
に
も
、
賃
金
・
労
働
条
件

改
善
を
強
く
求
め
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

基
調
提
起
で
は
、
吉
沢
事

務
局
長
（
自
治
労
）
が
「
民

間
春
闘
で
の
賃
上
げ
の
流
れ

を
、
人
勧
に
よ
っ
て
逆
流
さ

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　

給
与
局
長
と
の
交
渉
で

は
、「
２
０
１
６
人
事
院
勧

告
」
は
８
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
が
、
具
体
的
な
官
民
較

差
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
改
め
て
書
記
長
ク
ラ

ス
交
渉
と
配
分
交
渉
を
実
施

し
、
具
体
的
内
容
を
追
求
し

て
い
く
。

「
賃
上
げ
の
流
れ
」逆
流
さ
せ
な
い

人
事
院
勧
告
は
８
月
上
旬
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今
年
も
夏
が

や
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
と
言
え

ば
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
や
花
火
大

会
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
ね
。
今
夏
の

計
画
は
お
決
ま
り
で
す
か
？

　

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
一
部
の

国
で
は
「
労
働
者
の
健
康
の

た
め
に
は
、
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
た
連
続
し
た
休
暇
が
必

要
」
と
の
考
え
か
ら
、
長
期

休
暇
の
取
得
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
て
、
１
カ
月

間
仕
事
を
休
ん
で
の
ん
び
り

と
バ
カ
ン
ス
を
過
ご
す
、
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
そ

う
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は

近
年
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
休
暇
取
得
率
は
先
進
国

の
な
か
で
も
最
低
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

少
し
長
め
の
休
暇
を
取
っ

て
体
を
休
め
、
自
分
や
家
族

の
為
の
時
間
を
過
ご
し
た

り
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
れ
ば
仕
事
も
私
生
活

も
も
っ
と
充
実
で
き
る
は

ず
。
よ
り
よ
い
仕
事
を
す
る

た
め
に
も
、
今
一
度
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

私
は
こ
の
夏
、
自
己
啓
発

（
主
に
食
べ
て
寝
る
こ
と
）

に
励
み
ま
す
。

�

（
海
老
名
美
加
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

35人の青年層が参加し、自治労に結集する意義と重要性を学んだ

【
石
狩
地
方
本
部
発
】

　

恵
庭
市
職
労
青
年
女
性
部

は
６
月
21
日
、
石
狩
地
方
本

部
・
上
山
書
記
長
（
恵
庭
市

職
労
出
身
）
を
講
師
に
学
習

会
を
開
き
、
青
年
層
の
組
合

員
35
人
が
参
加
し
た
。

　

上
山
書
記
長
か
ら
は
、
自

治
労
は
ど
ん
な
組
織
で
、
ど

の
よ
う
な
運
動
を
し
て
い
る

の
か
、
自
治
労
に
結
集
す
る

意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
治

闘
争
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

「
私
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条

件
や
仕
事
を
す
る
う
え
で
の

法
律
や
制
度
な
ど
、
す
べ
て

が
政
治
の
場
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
改
善
す
る

に
は
、
政
治
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
自

治
労
組
織
内
「
え
さ
き
た
か

し
」
の
勝
利
が
ど
れ
だ
け
重

要
な
の
か
説
明
が
あ
っ
た
。

　

恵
庭
市
職
労
で
は
、
採
用

１
年
目
か
ら
５
年
目
ま
で
の

組
合
員
が
占
め
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後

も
、
青
年
層
の
組
合
員
を
中

心
に
学
習
の
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。（
恵
庭
市
職
労
書
記
長
・

橋
爪
雄
太
）

青
年
の
学
習
機
会
を
増
や
す

２年目の開催となった「連携講座」。学生らは熱心に聞き入っていた＝７月15日、札幌市・北海学園大学

　

参
院
選
を
つ
う
じ
て
、
德
永

さ
ん
、
鉢
呂
さ
ん
が
訴
え
た
「
改

憲
阻
止
・
格
差
拡
大
転
換
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
阻
止
」
は
道
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
。

　

全
国
的
な
結
果
は
改
憲
派
が

非
改
選
を
含
め
「
２
／
３
」
を

獲
得
し
た
が
、
北
海
道
は
自
民

１
１
３
万
、
民
進
１
０
５
万
と

薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
勝
利
だ

が
、
東
北
・
上
信
越
の
結
果
を

見
れ
ば
「
地
方
の
思
い
は
同
じ

だ
」
と
い
う
こ
と
は
明
白
だ
。

改
憲
勢
力
が
「
２
／
３
」
に
達

し
た
こ
と
は
脅
威
で
あ
り
、
多

く
の
仲
間
が
落
選
し
た
こ
と
は

残
念
だ
が
、
公
示
前
62
人
中
45

人
が
改
選
を
迎
え
た
選
挙
で
、

32
人
が
当
選
を
果
た
し
た
こ
と

は
健
闘
し
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
秋
の
臨
時
国
会
で
の

本
格
論
戦
に
む
け
て
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
。

�

（
７
月
21
日
、
東
京
に
て
）

地方の思いは同じ

⑪
ささきさんの
� 国会だより

　

７
月
26
日
、
東
京
都
内
で

「
自
治
労
共
済
生
協
創
立
50

周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

が
開
か
れ
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
50
年
の
歩
み
を
描

い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、

各
産
別
・
団
体
の
方
々
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

川
本
中
央
執
行
委
員
長
は

「
自
治
労
共
済
は
、
相
互
扶

助
の
精
神
で
発
足
し
、
組
合

員
・
家
族
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
自
治
労
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を

提
供
し
続
け
て
き
た
こ
と
は

誰
も
否
定
す
る
余
地
は
な

い
。
全
労
済
と
統
合
を
果
た

し
た
が
、
自
治
労
と
の
関
係

は
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
今
後

も
自
主
福
祉
活
動
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
る
た
め
に
最
大
限

努
力
し
、
組
合
員
の
生
活
を

守
り
、
組
織
強
化
へ
と
つ
な

げ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

集会後は、デモ行進し戦争法の廃止を訴えた＝７月19日、札幌市

「
戦
争
法
」に
よ
る
危
険
高
ま
る

て
い
る
制
度
が
あ
る
」
と
、

労
働
組
合
の
必
要
性
を
強
調

し
た
う
え
で
、「
公
務
員
は
、

不
眠
不
休
で
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
も
あ
り
、
大

変
な
仕
事
だ
が
住
民
か
ら
頼

ら
れ
る
充
実
感
も
あ
る
。
ぜ

ひ
公
務
員
を
め
ざ
し
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

７
月
19
日
、
大
通
公
園
で

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
総
が
か

り
行
動
」
が
開
か
れ
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

長
田
・
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
代

表
は
「
安
保
法
に
よ
っ
て
、

犠
牲
者
と
な
る
危
険
性
が
あ

る
の
が
、
７
月
11
日
に
武
力

衝
突
が
あ
っ
た
南
ス
ー
ダ
ン

に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
北
部

方
面
隊
の
隊
員
。
私
た
ち
は

自
衛
隊
員
が
武
力
紛
争
の
当

事
者
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
、
戦
争
法
の

発
動
阻
止
に
む
け
運
動
を
展

開
す
る
」
と
強
調
し
た
。

長
は
「
公
務
員
は
、
あ
る
程

度
安
定
し
『
働
く
う
え
で
の

制
度
』
は
整
っ
て
い
る
が
、

そ
の
制
度
や
賃
金
・
労
働
条

件
を
守
っ
て
い
る
の
が
労
働

組
合
。
有
給
休
暇
や
夏
季
休

暇
、
産
休
・
育
休
な
ど
、
労

働
組
合
が
過
去
に
頑
張
っ
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
確
立
さ
れ

「
地
元
に
愛
情
が
深
け
れ
ば

深
い
ほ
ど
、
や
り
が
い
が
あ

る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
大
出
委
員

　

道
本
部
は
２
０
１
５
年
か

ら
北
海
学
園
大
学
と
連
携

し
、
学
生
に
地
方
自
治
と
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
、
地
方

自
治
体
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
で

働
く
こ
と
の
意
味
・
意
義
、

労
働
組
合
の
役
割
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
15

回
に
わ
た
る
「
講
座
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　

14
回
目
の
講
座
は
７
月
15

日
、
大
出
・
道
本
部
委
員
長

が
「
地
方
自
治
体
と
労
働
組

合
」
と
題
し
講
義
し
た
。

　

大
出
委
員
長
は
、「
公
務
員

の
仕
事
は
、
住
民
の
生
命
と

財
産
、
生
活
を
守
る
こ
と
。

住
民
と
接
す
る
が
故
に
『
税

金
泥
棒
』
と
攻
撃
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
」
と
説
明
し
た
う

え
で
、「
公
務
員
の
イ
メ
ー
ジ

は
？
」
と
質
問
し
た
。
学
生

か
ら
は
「
給
料
が
安
定
し
て

い
て
休
み
も
取
り
や
す
い
」

労
働
組
合
の
必
要
性
を
強
調

北海学園
連携講座

「青山環（たまき）ちゃん」を救う
救済支援カンパ実施中！

〔目 標 金 額〕
　３億2000万円
〔取り組み期間〕
　2016年８月末まで

【「青山環ちゃん」を救う会　ホームページ】

　http://tamakichan.net/

　日高町職元執行委員長である佐々木光由さんのお孫さん「青山環
（あおやまたまき）」ちゃん（２歳）は、心臓の機能が低下する進行
性の難病である「拡張型心筋症」という重い心臓病を患っており、
現在、小児用補助人工心臓により生命を維持していることから、一
刻も早く渡米して心臓移植手術を受けることが必要な状態です。し
かし、米国で心臓移植手術を受けるには、３億２千万円の費用が必
要なことから、両親の友人を中心に「たまきちゃんを救う会」が今
年２月に結成され、全国６地域での募金活動が展開されています。
道本部は、日高町職からの要請を受け、「たまきちゃんを救う会」の
趣旨に賛同し、支援カンパの取り組みを実施しています。

大
出
委
員
長
は
、
自
治

体
労
働
者
の
実
態
や
労

働
組
合
の
役
割
を
詳

し
く
説
明
し
た

徳
永
さ
ん
の
勝
利
を
祝
福
す
る
、

さ
さ
き
民
進
党
北
海
道
代
表

７・19戦争をさせない総がかり行動

自
治
労
共
済
創
立
か
ら
50
年自治労共済50年のあゆみ（抜粋）

1966年 「自治労共済」設立総会（４月25日）
「総合共済基本型」制度発足

1973年 「自動車共済」「火災共済」制度発足
1976年 事故査定を県支部へ移行
1979年 基本型加入者、100万人突破

1980年 「団体生命共済」制度発足
自治労事業本部創立

1984年 「長期共済」制度発足
1998年 「愛車見舞金共済」制度発足
2000年 「自然災害共済」制度発足
2001年 新自治労共済発足（事業本部と統合）
2004年 労組事業を全労済に契約移転
2011年 全労済自治労共済本部誕生
2012年 各事業を全労済へ事業移譲

2014年 「臨時・非常勤等職員むけシンプル
パック」制度発足


